
今
年
は
戦
後
80
年
、
昭
和

100
年
の
節
目
の
年
と
な
り
、

各
方
面
で
記
念
の
催
し
な
ど

が
企
画
さ
れ
た
り
、
執
り
行

わ
れ
て
い
る
様
子
が
報
道
さ

れ
て
い
る
の
を
耳
目
す
る
。

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会

も
、
終
戦
後
の
昭
和
44
年
２

月
11
日
に
「
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
長
野
県
支
部
」
と
し
て

設
立
さ
れ
、
昭
和
46
年
に
は

「
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友

会
」
と
改
め
、55
年
に
は
「
二

世
会
」
も
発
足
し
た
が
、
平

成
５
年
に
現
在
の
「
長
野
県

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
」
に
統
一
さ

れ
た
。
先
の
大
戦
（
広
義
に

は
第
２
次
世
界
大
戦
・
日
本

で
は
大
東
亜
戦
争
・
ア
メ
リ

カ
で
は
太
平
洋
で
の
戦
い
だ
っ

た
た
め
、
太
平
洋
戦
争
と
呼

び
、
連
合
国
の
占
領
を
受
け

て
か
ら
は
日
本
で
も
太
平
洋

戦
争
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
）

で
は
県
内
三
千
四
百
七
十
四

柱
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
そ

れ
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、
今

日
ま
で
綿
々
と
続
き
今
年
で

57
回
目
の
慰
霊
大
祭
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、

令
和
6
年
度
、
第
三
次
遺
骨
収
集
派
遣
先
の
、
マ
ダ
ン
州

ボ
ギ
ア
地
区「
ボ
ダ
村
」よ
り「
マ
ナ
ム
島
」を
眺
め
る

�

（
当
会 

会
員
　
滝
沢
祐
一
氏
撮
影
）

　「
マ
ナ
ム
島
」
は
ハ
ン
サ
湾
に
浮
か
ぶ
活
火
山
で
、
将
兵
が
故
郷
の
富
士

山
に
見
立
て
「
ハ
ン
サ
富
士
」
と
呼
ん
で
い
た
。
戦
後
80
年
、「
マ
ナ
ム
島
」

は
戦
没
者
の
故
郷
へ
寄
せ
た
深
い
思
い
を
今
に
伝
え
る
証
人
で
あ
る
。

県
護
國
神
社
に
「
嗚
呼
戦
友
」

の
碑
建
立
、
現
地
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
コ
イ
キ
ン
マ
リ
ッ
ク
の
丘

に
観
音
像
建
立
、
戦
没
者
芳

名
板
の
設
置
、
碑
の
改
修
工

事
な
ど
多
く
の
事
業
を
成
し

遂
げ
て
き
た
。
ま
た
昭
和
52

年
よ
り
現
地
慰
霊
巡
拝
団
を

派
遣
し
具
に
鎮
魂
の
地
を
訪

れ
慰
霊
し
た
。
ま
た
日
本
遺

族
会
主
催
の
「
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」（
国
の
補
助
を
受
け

1991
年
に
始
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
を
含
む
、
中
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
多
く
の
国
や
地
域

を
訪
ね
全
国
約
１
万
６
千
人

余
が
参
加
）
な
ど
を
含
め
る

と
40
回
を
超
え
る
現
地
慰
霊

巡
拝
が
続
い
た
の
は
、
夫
を

思
い
、
親
を
思
い
、
伯
父
を

思
う
御
遺
族
の
切
な
る
慕
情

の
表
れ
だ
と
思
う
。

近
年
会
員
の
減
少
が
顕
著

に
表
れ
、
慰
霊
祭
の
規
模
縮

小
や
、
現
地
慰
霊
巡
拝
は
会

独
自
で
の
催
行
は
で
き
ず
、

国
の
事
業
も
今
年
５
月
の「
洋

上
慰
霊
」（
長
野
県
関
係
で
は
、

付
き
添
い
も
含
め
８
名
参
加
）

が
最
後
と
な
り
往
時
を
追
懐

し
て
残
念
な
限
り
だ
。

57
回
の
時
を
刻
ん
だ
「
長

野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
」
の
慰

霊
祭
は
規
模
は
縮
小
し
て
も
、

慰
霊
の
灯
は
変
わ
ら
ず
に
燈

し
続
け
て
、
御
霊
を
鎮
め
る

べ
く
会
員
の
皆
さ
ま
共
々
、

地
道
に
歩
み
続
け
て
い
き
た

い
と
思
う
。
そ
し
て
、
世
界

恒
久
平
和
も
!!

 

▽
第
57
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭

�

並
び
に
通
常
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
で
は
会
則
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

戦
没
者
慰
霊
大
祭
と
、通
常
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

●
慰
霊
大
祭　

日
時　

令
和
７
年
７
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
よ
り　
　
　

護
國
神
社
本
殿

　

●
通
常
総
会　
　
　
　

�

慰
霊
祭
終
了
後
引
き
続
き
直
ち
に
開
催

致
し
ま
す
。　
　
　
　

美
須
々
会
館

　
大
勢
様
の
ご
参
加
で
意
義
深
い
慰
霊
祭
と
、
総
会
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

戦後 80 年と長野県ニューギニア会戦後 80 年と長野県ニューギニア会

（1）第37号 令和7年6月28日長野県ニューギニア会
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平
成
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
激
戦
地
へ
の
慰
霊

友
好
親
善
事
業
も
35
年
経
っ
た
令
和
６
年
度
を
も
っ
て
終
息

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
２
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
、
本
企
画
に
よ
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
共
和
国
・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
区
へ
の
最
後
の
親

善
訪
問
団
が
派
遣
さ
れ
、
こ
の
団
員
と
し
て
現
地
へ
赴
い
た

当
会
顧
問
・
横
田
久
氏
が
ご
都
合
に
よ
り
ご
自
身
で
レ
ポ
ー

ト
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
代

わ
り
に
ま
と
め
た
私
（
副
会
長
・
長
田
）
の
拙
文
に
よ
っ
て

現
地
状
況
を
ご
賢
察
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

観光省A.Rumkabu MR.小学校 観光省A.Rumkabu MR.小学校 
M.Korwa MSほかM.Korwa MSほか

【
親
善
訪
問
第
八
日
目

�

　

２
月
10
日
】

◦
空
路　

11
：
50
ビ
ア
ク
か

ら
13：10
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
・

マ
カ
ッ
サ
ル
へ

◦
専
用
バ
ス　

マ
カ
ッ
サ
ル

市
内
視
察　

マ
ハ
カ
ベ
邸

の
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
碑
に

て
個
人
慰
霊
祭

マカッサルマカハベ邸のマカッサルマカハベ邸の
戦争犠牲者慰霊碑での孤児慰霊祭戦争犠牲者慰霊碑での孤児慰霊祭

に
よ
る
全
戦
没
者
追
悼

式
・
拝
礼

日本国政府建立「第二次世界大戦慰霊碑」で追悼式日本国政府建立「第二次世界大戦慰霊碑」で追悼式

◦
ホ
テ
ル
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
）
に
て
来
賓
を
迎

え
て
懇
談
会

　

来
賓
・
観
光
省
か
ら

　

A
lex Rum

kabu M
R

と　

Rum
paidus M

R

の
二
名

　

SD
 Y
PK
 Sorido 

小
学
校　

校
長
先
生
：M

ansal la 
K
orw
a M
S 

、

　

教
師
：Since A

ponno M
S

お
よ
び
＋
一
名  

生
徒
10
名

　

計
13
名

　

生
徒
に
よ
る
ダ
ン
ス
・
歌

の
披
露
、
歓
談

モクメルの旧飛行場視察モクメルの旧飛行場視察

◦
15
：
20
パ
ラ
イ
の
日
本
政

府
建
立　
「
第
二
次
世
界

大
戦
慰
霊
碑
」
で
清
掃
活

動
◦
宿
泊　

ス
イ
ス
ベ
ル
ホ
テ

ル
・
チ
ャ
ン
デ
ラ
ワ
シ
ビ

ア
ク

◦
ビ
ア
ク
島　

か
つ
て
日
本

軍
の
飛
行
場
が
あ
り
、
激

し
い
戦
闘
が
あ
っ
た

　

こ
こ
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
が

多
く
居
住
し
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
多
い
島
で
あ
る

　
（
人
口
約
11
万
３
千
人
）

【
親
善
訪
問
第
七
日
目

�

　

２
月
９
日
】

◦
専
用
バ
ス　

10
：
40
「
慰

霊
碑
」
前
で
訪
問
団
全
員

小学生のダンスなどで歓迎お出迎え小学生のダンスなどで歓迎お出迎え

　

生
徒
数
415
名
（
14
教
室
）

　

11
：
40
ゲ
ニ
ム
地
区
に
て

個
人
慰
霊
祭

追悼文を読み上げる山下団長追悼文を読み上げる山下団長

◦
宿
泊　

ジ
ャ
ヤ
プ
ラ　

グ

ラ
ン
ド
ア
リ
ソ
ン
ホ
テ
ル

泊
◦
ゲ
ニ
ム
地
区　
（Genyem

）

ネタール・センタニ湖畔にてネタール・センタニ湖畔にて

◦
宿
泊　

グ
ラ
ン
ド
・
ア
リ

ソ
ン
ホ
テ
ル
泊

◦
ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
市
に
つ
い
て

　
（
旧
名
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
ヤ　

日
本
と
の
時
差
00
：
00
）　

人
口
31
万
６
千
人

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
パ

プ
ア
州
州
都
で
あ
り
、
こ

の
地
区
の
中
核
都
市
と
し

て
繁
栄
し
て
い
る

【
親
善
訪
問
第
五
日
目

�

　

２
月
７
日
】

◦
専
用
バ
ス　

09
：
30
小
学

校
「SD

 N
eger Inpres 

A
beal 1

」
訪
問　

生
徒

の
ダ
ン
ス
で
一
行
を
お
出

迎
え　

校
長
先
生
と
山
口

訪
問
団
団
長
挨
拶　

記
念

撮
影

マ
ノ
ク
ワ
リ
泊

◦
マ
ノ
ク
ワ
リ
市
に
つ
い
て

　
（
日
本
と
の
時
差
00
：
00
）

人
口
13
万
６
千
人　

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
西
パ
プ

ア
州
州
都
と
し
て
近
代
化

さ
れ
繁
栄
し
て
い
る

【
親
善
訪
問
第
四
日
目

�

　

２
月
６
日
】

◦
空
路　

09
：
00
マ
ノ
ク
ワ

リ
空
港
発　

10
：
20
ジ
ャ

ヤ
プ
ラ
着　

専
用
バ
ス
で

市
内
へ

◦
専
用
バ
ス
で　

コ
タ
バ
ル

地
区
：
ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
コ
タ

バ
ル
（
ア
ベ
プ
ラ
）
で
個

人
慰
霊
祭

アベプラ慰霊碑前にてアベプラ慰霊碑前にて

　

ネ
タ
ー
ル
地
区
：
ジ
ャ
ヤ

プ
ラ　

ネ
タ
ー
ル
で
個
人

慰
霊
祭

ネ
シ
ア
共
和
国
首
都
に
つ

い
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
ヌ
サ

ン
タ
ラ
に
首
都
移
動
を
宣

言
し
た

　
（
日
本
と
の
時
差
-�02
：
00
）

　

人
口
２
億
２
７
０
０
万
人

（
世
界
第
４
位
）

【
親
善
訪
問
第
三
日
目

�

　

２
月
５
日
】

◦
空
路　

00
：
48 

出
航

　

06
：
45
途
中
ソ
ロ
ン
寄
航

　

08
：
40
マ
ノ
ク
ワ
リ
到
着

◦
専
用
バ
ス
で　

マ
ノ
ク
ワ

リ
地
区
慰
霊
巡
拝

　
マ
ノ
ク
ワ
リ
初
期
兵
站
病
院

跡
地
で　

個
人
慰
霊
祭

個人慰霊祭個人慰霊祭（地元の人たちと）（地元の人たちと）

◦
宿
泊　

15
：
00
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン　

ス
イ
ス
ベ
ル
ホ
テ
ル
・

◦
大
型
バ
ス　

15
：
30
靖
國

神
社
昇
殿
参
拝
、
集
合
写

真
撮
影

◦
宿
泊　

ホ
テ
ル
・
相
鉄
グ

ラ
ン
ド
フ
レ
ッ
サ
東
京
ベ

イ
有
明
泊
18
：
00
夕
食
会

【
親
善
訪
問
第
二
日
目

�

　

２
月
４
日
】

◦
空
路　

11
：
58
羽
田
空
港

出
航
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
17
：
30
到
着　

国
内
便
空
港
へ
徒
歩
移
動

◦
２
０
２
２
年
１
月
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
は
イ
ン
ド

【
親
善
訪
問
第
一
日
目

�

　

２
月
３
日
】

◦
結
団
式　

13
：
10
九
段
会

館
に
て
（
山
下
団
長
＝
日

本
遺
族
会
理
事
・
長
崎
県

連
合
遺
族
会
長
以
下
８
団

体
14
名
の
親
善
訪
問
団
）結団式結団式（山下団長挨拶）（山下団長挨拶）

「
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
親
善
友
好
訪
問
団
」

「
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
親
善
友
好
訪
問
団
」

訪
問
記

訪
問
記

第37号（2）令和7年6月28日 長野県ニューギニア会



観光省A.Rumkabu MR.小学校 観光省A.Rumkabu MR.小学校 
M.Korwa MSほかM.Korwa MSほか

【
親
善
訪
問
第
八
日
目

�

　

２
月
10
日
】

◦
空
路　

11
：
50
ビ
ア
ク
か

ら
13：10
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
・

マ
カ
ッ
サ
ル
へ

◦
専
用
バ
ス　

マ
カ
ッ
サ
ル

市
内
視
察　

マ
ハ
カ
ベ
邸

の
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
碑
に

て
個
人
慰
霊
祭

マカッサルマカハベ邸のマカッサルマカハベ邸の
戦争犠牲者慰霊碑での孤児慰霊祭戦争犠牲者慰霊碑での孤児慰霊祭

に
よ
る
全
戦
没
者
追
悼

式
・
拝
礼

日本国政府建立「第二次世界大戦慰霊碑」で追悼式日本国政府建立「第二次世界大戦慰霊碑」で追悼式

◦
ホ
テ
ル
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
）
に
て
来
賓
を
迎

え
て
懇
談
会

　

来
賓
・
観
光
省
か
ら

　

A
lex Rum

kabu M
R

と　

Rum
paidus M

R

の
二
名

　

SD
 Y
PK
 Sorido 

小
学
校　

校
長
先
生
：M

ansal la 
K
orw
a M
S 

、

　

教
師
：Since A

ponno M
S

お
よ
び
＋
一
名  

生
徒
10
名

　

計
13
名

　

生
徒
に
よ
る
ダ
ン
ス
・
歌

の
披
露
、
歓
談

モクメルの旧飛行場視察モクメルの旧飛行場視察

◦
15
：
20
パ
ラ
イ
の
日
本
政

府
建
立　
「
第
二
次
世
界

大
戦
慰
霊
碑
」
で
清
掃
活

動
◦
宿
泊　

ス
イ
ス
ベ
ル
ホ
テ

ル
・
チ
ャ
ン
デ
ラ
ワ
シ
ビ

ア
ク

◦
ビ
ア
ク
島　

か
つ
て
日
本

軍
の
飛
行
場
が
あ
り
、
激

し
い
戦
闘
が
あ
っ
た

　

こ
こ
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
が

多
く
居
住
し
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
多
い
島
で
あ
る

　
（
人
口
約
11
万
３
千
人
）

【
親
善
訪
問
第
七
日
目

�

　

２
月
９
日
】

◦
専
用
バ
ス　

10
：
40
「
慰

霊
碑
」
前
で
訪
問
団
全
員

ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
か
ら
西
南
方

向
、
セ
ン
タ
ニ
湖
畔
の
景

勝
地　

日
本
軍
は
連
合
軍

の
飛
石
作
戦
に
よ
り
さ
ら

に
西
方
の
ア
イ
タ
ペ
・
サ

ル
ミ
方
面
へ
と
苦
難
の
陸

路
を
転
進
し
て
い
っ
た

【
親
善
訪
問
第
六
日
目

�

　

２
月
８
日
】

◦
空
路　

10
：
00
ジ
ャ
ヤ
プ

ラ
か
ら　

10
：
50
ビ
ア
ク
へ

◦
専
用
バ
ス　

13
：
40
ビ
ア

ク
島
西
洞
窟　

パ
プ
ア
州

北
西
部
の
ビ
ア
ク
島
地
区

戦
跡
巡
拝

ビアク島西洞窟入り口にてビアク島西洞窟入り口にて

　

14
：
40
旧
モ
ク
メ
ル
の
飛

行
場
視
察

小学生のダンスなどで歓迎お出迎え小学生のダンスなどで歓迎お出迎え

　

生
徒
数
415
名
（
14
教
室
）

　

11
：
40
ゲ
ニ
ム
地
区
に
て

個
人
慰
霊
祭

追悼文を読み上げる山下団長追悼文を読み上げる山下団長

◦
宿
泊　

ジ
ャ
ヤ
プ
ラ　

グ

ラ
ン
ド
ア
リ
ソ
ン
ホ
テ
ル

泊
◦
ゲ
ニ
ム
地
区　
（Genyem

）
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五
月
中
旬
に
枝
豆
の
種
を
蒔
き
、

六
月
中
旬
に
は
オ
ク
ラ
の
種
を

蒔
い
た
。
い
ず
れ
も
適
度
の
お
湿

り
が
あ
っ
た
た
め
な
の
か
発
芽
率

が
良
好
で
、
早
く
も
収
穫
の
時

期
が
待
ち
遠
し
く
な
っ
た
。
★
今

か
ら
57
年
前
に
「
長
野
県
ニュ
ー

ギ
ニ
ア
会
」
が
蒔
い
た
種
は
、
鮮

や
か
な
大
輪
の
花
で
あ
っ
た
り
、

小
さ
な
芥
子
粒
の
様
な
花
で
あ
っ

た
り
と
、
57
年
の
歳
月
は
そ
の

時
折
変
わ
り
は
あ
っ
て
も
、
宿
根

草
の
様
に
小
さ
く
と
も
毎
年
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
に
、
意
義
が
あ

る
こ
と
だ
と
思
う
。
★
そ
ん
な
可

憐
な
小
さ
な
花
で
あ
っ
て
も
会
の

皆
様
と一緒
に
草
を
取
り
、
水
を

撒
き
、
地
道
に
末
長
く
、
育
て

て
い
き
た
い
★
今
、
世
界
の
彼
方

此
方
で
紛
争
の
芽
が
顔
を
出
し

て
い
る
。
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

く
に
つ
け
、
人
間
と
は
、
人
種
と

は
、
宗
教
と
は
、
富
と
は
、
欲
と

は
、
は
た
ま
た
権
力
と
は
、
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
★
そ
ん
な
芽
は

皆
の
力
で
摘
み
取
ら
な
け
れ
ば
。

芽
を
摘
む
勇
気
も
、
花
を
咲
か

せ
る
努
力
も
、
穏
や
か
で
心
地
よ

い
平
和
な
世
界
に
す
る
こ
と
に
、

変
わ
り
は
な
い
の
だ
か
ら
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
空
港
へ

◦
デ
ン
パ
サ
ー
ル
に
つ
い

て
：
バ
リ
州
州
都　

バ
リ

島
南
部
の
リ
ゾ
ー
ト
都
市　

人
口
720
万
７
千
人
（
時
差

-01
：
00
）

【
親
善
訪
問
第
十
日
目

�

　

２
月
12
・
13
日
】

◦
空
路　

00
：
00
ジ
ャ
カ
ル

タ
か
ら　

09
：
13
東
京
・

羽
田
へ

◦
解
団
式　

10
：
00
羽
田
空

港
ロ
ビ
ー
に
て

◦
山
下
団
長
の
解
団
挨
拶
あ

と
慰
霊
巡
拝
団
員
は
そ
れ

ぞ
れ
自
宅
へ
の
帰
路
に
つ

い
た

羽田空港ロビーにて解団式羽田空港ロビーにて解団式

◦
宿
泊　

ホ
テ
ル
・
サ
ン

デ
ィ
カ
マ
カ
ッ
サ
ル

ホテルでの夕食時にホテルでの夕食時に
友好慰霊巡拝活動の感想友好慰霊巡拝活動の感想

◦
マ
カ
ッ
サ
ル
に
つ
い
て

　

ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
南
部
の
都

市　

南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の

州
都

　

人
口
134
万
人
（
時
差
-01
：

00
）

【
親
善
訪
問
第
九
日
目

�

　

２
月
11
日
】

◦
空
路　

09
：
24
マ
カ
ッ
サ

ル
か
ら　

10
：
40
バ
リ
島

デ
ン
パ
サ
ー
ル
へ

◦
市
内
視
察
と
買
い
物　

デ

ン
パ
サ
ー
ル
・
ビ
ン
タ
ン

バ
リ
リ
ゾ
ー
ト
と
ク
リ
ス

ナ
オ
レ
オ
レ
バ
リ
を
散
策

◦
空
路　

20
：
45
デ
ン
パ

サ
ー
ル
か
ら　

21
：
03

め
る
に
相
応
し
い
書
籍
で
す
。

Ａ
五
判
２
０
４
ペ
ー
ジ
価

格
は
二
千
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ

☎
０
２
６
８
─
３
８
─
４
６
９
３

及
び
、ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
事
務
局

☎
０
２
６
─
２
８
６
─
２
８
１
０

ま
で
。

■
椰
子
の
記

当
「
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
」
が
平
成
９
年
６
月
に

刊
行
し
た
「
椰
子
の
記
」
が

事
務
局
の
手
元
に
６
部
あ
り

ま
す
。

御
入
用
の
方
は
、
慰
霊
祭

当
日
用
意
を
し
て
お
き
ま
す

の
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

内
容
は
、
戦
友
の
方
々
の

生
々
し
い
記
述
や
、
ご
遺
族

の
皆
さ
ま
の
切
実
な
思
い
も

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
会
発
足
当
時
か
ら
の
年

次
表
や
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
第
十
八
軍
隷
下
部
隊
情
況

表
。
第
１
回
目
の
慰
霊
巡
拝

か
ら
20
回
目
ま
で
の
巡
拝
参

加
者
名
簿
も
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

価
格
は
発
刊
当
時
と
同
じ

２
千
円
で
す
。

▼
事
務
局
か
ら
▲

・�

次
の
方
か
ら
寄
付
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た

�

（
順
不
同
）

松
森　

良
造 

様

佃　

美
由
紀 

様

田
本
父
正
人 

様

小
池　

權
衛 

様

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

・�

次
の
方
が
新
た
に
入
会
さ

れ
ま
し
た

山
本　

健
一 

様（
上
田
市
）

会
の
活
動
に
ご
協
力
賜
る

よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す

書
籍
紹
介

■
ア
ジ
ア・太
平
洋
戦
争
の
跡
を
訪
ね
て

戦
後
80
年
に
当
た
り
、
戦

争
の
記
憶
を
今
に
伝
え
る
書

籍
、「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
の
跡
を
訪
ね
て
」
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

著
者
の
唐
澤
昌
弘
氏
は
世

界
各
地
の
戦
跡
を
訪
ね
20
年

余
の
歳
月
を
費
や
し
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。

戦
争
の
実
態
を
具
に
見
つ

　
時
時
刻
刻

　
時
時
刻
刻

※�

竹
村
氏
の
椰
子
の
実
は�

�

お
休
み
と
な
り
ま
す
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